
土壌水分計の数値を遠隔監視
かん水装置を遠隔操作

pFメーター

スマホでデータ確認

離れた場所から
土壌水分量を操作できる

土壌中の水分が不足

大阪府環境農林水産部農政室推進課地産地消グループ

土壌水分量を遠隔でコントロールして省力化！

DIY 導入費用
約20万円/一式

（うち補助金 約13万円）

作物：ニンジン、水なす

③土壌水分計の遠隔監視システム

【背景】
土壌pF値に応じてかん水を行う

【課題】
アナログメーターは毎日pF値を
確認する必要がある
→手間と労力がかかる

水やりを省力化できた

pFメーターを確認する
労力を軽減できた

生産者の声

泉州②


